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●人口減少・超高齢社会 ●若年層人口の流出 ●厳しい財政状況徳島の課題 ・・・・・

徳島の可能性・・・・・
① 次世代技術関連分野（LED・自動車・ロボット等）
② 地域医療・福祉関連分野
③ 6次産業化関連分野
④ 地域づくり・観光・ICT関連分野
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とくしま高等教育コンソーシアム
● e-learningによるweb配信授業の実施
● 地元で活躍するOB・OGによる合同授業
● 教育カリキュラム開発プログラムの導入

雇用創出に向けた事業

● 産学官金連携による4分野の雇用創出
　  ●「LEDバレイ構想」の推進 
　  ●「とくしま『健幸』イノベーション構想」の推進
　  ●「アグリサイエンスゾーン」の構築
　  ●「とくしまサテライトオフィスプロジェクト」の推進  

● 若者定着促進に向けた取組
     ●地元就職促進・奨学金返還支援制度
　  ●トビタテJAPAN! 地域人材コース

● 地域と連携した
   教育・研究活動の実施
　  ●「地域連携フィールドワーク講座」
        の開講

● 駅前協働キャンパス授業の開講
● 学生・父兄向け「合同就職説明会」
● 「創業支援事業」
　 ビジネスコンテストなどの起業支援
● 「FD地域人材育成フェスタ」
● 県内インターンシップの拡充（30%増）と
　 企業メンターの導入
● 教育プログラム開発委員会
   （全機関参画）

協働事業

平成27年度  地（知）の拠点大学による地方創生推進事業 ～地（知）の拠点COCプラス～

とくしま元気印イノベーション人材育成プログラム

徳島県で雇用創出と
就職率向上が
期待される4分野

・地域文化や地域への理解・愛着
・専門分野の知識・理解
・明確な職業人意識とコミュニケーション力
・課題に挑戦する元気・覇気

・先端技術開発による新領域への展開
・多職種協働による医療・介護分野の新規雇用
・6次産業化キャリアアップシステム構築による
 イノベーション展開
・ICTを活用した地域づくり、観光等の新規雇用

・地域の将来に対するビジョン
・地域で暮らすことのメリット4つの4つの

能力能力
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『とくしま回帰』
総合戦略
（平成27年7月策定）

とくしま元気印
イノベーション人材

県内就職率を10％増

● 全学生が地域志向科目を受講
      地域の文化や地域への理解・愛着

● ボランティアパスポートの普及 
      課題に挑戦する元気・覇気

4つの分野に対応した教育プログラムの開発 
● 専門分野に必要な能力（知識・技術の向上）
● キャリア教育科目の充実 
      「徳島の将来ビジョン」「徳島で暮らすメリット」2つの確信
● 寺子屋式インターンシップの導入 
      職業人意識とコミュニケーション力の育成

「COC ＋ FD委員会」 教育法の開発と普及
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教育プログラム
開発担当
コーディネーター 地域に対する誇りや将来ビジョンの認識

プログラムの政策的な支援と施策への反映

会
協働事業
担当
コーディネーター

とくしま元気印
イノベーション人材育成協議会

PDCAサイクルの構築

徳島県内の35機関で事業協働体を組織
● 高等教育機関［徳島大学・四国大学・四国大学短期大学部・
徳島文理大学・徳島工業短期大学・阿南工業高等専門学校］
● 徳島県 ● 8つの地元企業 
● 3つのNPO法人 ● 17の関連団体

事業運営
担当
コーディネーター
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事業協働機関について

地元の⾼等教育機関並びに⾃治体・企業・NPO法⼈等、計34機関で「とくしま元気印イノベー
ション⼈材育成協議会」を組織して、インターンシップをはじめとする教育プログラム開発に協
働して取り組むことを通して、地域の未来にビジョンを持ち、地域イノベーションに意欲と専⾨
的知識を持って取り組む「元気印」のイノベーション⼈材を育成し、新たな就労先の開拓を含め
た卒業⽣の県内就職率の向上を⽬指す。

機 関 名 備 考
徳島⼤学 会⻑（徳島⼤学⻑）
四国⼤学
四国⼤学短期⼤学部
徳島⽂理⼤学
徳島⼯業短期⼤学
阿南⼯業⾼等専⾨学校
徳島県 副会⻑（徳島県知事）
⼀般社団法⼈ 徳島経済同友会
徳島県経営者協会
徳島県商⼯会議所連合会
徳島県商⼯会連合会
徳島県中⼩企業団体中央会 副会⻑（徳島県中⼩企業団体中央会会⻑）
⼀般財団法⼈ 徳島県観光協会
全国農業協同組合連合会徳島県本部
徳島県農業協同組合中央会
徳島県⽊材協同組合連合会
公益社団法⼈ 徳島森林づくり推進機構
徳島県漁業協同組合連合会
公益社団法⼈ 徳島県畜産協会
⼀般社団法⼈ 徳島県医師会
⼀般社団法⼈ 徳島県⻭科医師会
社会福祉法⼈ 徳島県社会福祉協議会
⼀般社団法⼈ 徳島県⾃動⾞整備振興会
⽇本⾃動⾞販売協会連合会徳島県⽀部
⼤塚テクノ 株式会社
株式会社 丸本
⽇本フネン 株式会社
株式会社 テレコメディア
社会福祉法⼈ 健祥会
社会医療法⼈ 川島会
有限会社 ⽵内園芸
特定⾮営利活動法⼈ 郷の元気
特定⾮営利活動法⼈ マチトソラ
特定⾮営利活動法⼈ グリーンバレー
（備考）本事業報告書作成時点においては、藤崎電機株式会社、四国化⼯機株式会社の２社が

新たに参画し、事業協働機関は計36機関となっている。
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参加申込 書
氏名 所属団体

キックオフシンポジウム（無料）

情報交換会（会費5,000円）

ご参加いただくものにチェックを入れてください。

連絡先（電話番号・メールアドレス等） 参加人数

徳島大学地域創生課社会貢献係 （COC＋担当）

TEL.088-656-9888   FAX.088-656-9880
e-mail： coc-plus@ml.tokushima-u.ac.jp

※席に限りがございますので、事前にお申し込みのない方は
入場できない場合があります。
※今回の申込みによって得た個人情報は、本シンポジウムに
係る目的以外には使用しません。
※やむを得ぬ事情により開催を中止する場合があります。

文部科学省COC＋事業

とくしま元気印イノベーション人材育成プログラム

キックオフシンポジウム

文部科学省COC＋事業 
とくしま元気印イノベーション人材育成プログラム

キックオフシンポジウム

平成28年3月8日［火］
●日時 ●会場

14:00～17:15

徳島グランヴィリオホテル
1F グランヴィリオホール
徳島市万代町3-5 -1（Tel. 088-624 -1111）

平成28年3月4日［金］まで
申込締切

電話・FAX又はE-mailにて
お申し込みください。

会費は当日受付の際に申し受けます。

平成27年度地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC＋）「とくしま元気印イノベーション人材育成プログラム」の開始にあたり、

講演や、若者の地域定着と徳島県の活性化をテーマとしたディスカッションを行い、

本事業について社会に広く周知を図るとともに、地域における機運の醸成を図る。

主催: とくしま元気印イノベーション人材育成協議会



13:30～

14:00～14:05

14:05～14:20

14:20～15:20

 

15:20～15:35

15:35～15:45

15:45～15:55

15:55～17:10

17:10～17:15

17:15～17:45

17:45～19:15

開場・受付

開会挨拶
とくしま元気印イノベーション人材育成協議会 会長  香川 征 （徳島大学長）

来賓挨拶
徳島県知事  飯泉 嘉門

文部科学省高等教育局大学改革官  山口 良文

基調講演

「実践型インターンシップで企業の可能性を拓く」
NPO法人ETIC.チャレンジ・コミュニティ・プロジェクト事務局マネージャー  伊藤 淳司

事業紹介 ①

「とくしま元気印イノベーション人材育成プログラムについて」
徳島大学COCプラス推進本部推進監、大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部教授 玉 真之介

事業紹介 ②

「四国大学における創業支援事業について」
四国大学地域教育･連携センターSUDAchi推進室創業支援クリエーター 里見 和彦

（休憩）

パネルディスカッション「テーマ： 若者の地域定着と徳島県の活性化」
コーディネーター:   徳島大学COCプラス推進コーディネーター  川崎 克寛

パネラー:  　        日本フネン㈱代表取締役社長  久米 徳男

　　　　     （株）グローバル･アシスト薬剤師  伊勢 佐百合

　　　　     （有）樫山農園  樫山 直樹

　　　　     四国大学地域教育･連携センターSUDAchi推進室創業支援クリエーター  里見 和彦

アドバイザー:  　  NPO法人ETIC.チャレンジ・コミュニティ・プロジェクト事務局マネージャー   伊藤 淳司

閉会挨拶

（休憩）

情報交換会

文部科学省COC＋事業 
とくしま元気印イノベーション人材育成プログラム

キックオフ
シンポジウム
日  程

パネラー紹介

講演者紹介

里見 和彦
（さとみ かずひこ）
四国大学地域教育・連携セン
ターSUDAchi推進室創業支
援クリエーター。昭和48年徳島
市生まれ。徳島大学知能情報
工学科システム工学前期課程
修了。徳島大学発ベンチャー
企業を起業し、現在は創業支
援、起業家教育を推進中。

伊勢 佐百合
（いせ さゆり）
徳島市出身。平成8年3月徳島
文理大学薬学部卒業、薬剤
師。民間総合病院、医療系企
業を経て、現在、（株）グローバル
･アシスト薬剤師。徳島県薬剤
師会常務理事、在宅及びチー
ム医療（薬･薬連携）推進委員
会委員長などに従事。

樫山 直樹
（かしやま なおき）
昭和53年9月樫山家12代目と
して生まれる。平成12年阿南
高専卒業後、米国2年制派米
農業研修、平成14年帰国後、
父親が法人化した有限会社樫
山農園に入社。以来、県産のフ
ルーツトマトやこしひかりのネット
販売等、6次産業を推進中。

久米 徳男
（くめ とくお）
日本フネン株式会社代表取締
役社長。昭和14年生まれ。徳
島東工業高等学校卒業。県外
企業等を経て、昭和49年日本
フネンに入社し、平成2年現職
に就任、徳島県LEDバレイ構
想推進協議会副会長。

伊藤 淳司
（いとう じゅんじ）
NPO法人ETIC.チャレンジ・コ
ミュニティ・プロジェクト事務局マ
ネージャー。早稲田大学MBA
コース修了。若き挑戦者が未来
の日本を創る志士になるための
人材育成の仕事を展開中。

川崎 克寛
（かわさき かつひろ）
徳島大学COCプラス推進コー
ディネーター。昭和45年生ま
れ。カリフォルニア大学ロサンゼ
ルス校（UCLA）で経営学を学
ぶ。留学後、（株）ワールドを経て
独立。高知での地域づくり活動
をきっかけに、地方の企業再生
や地域プロジェクトに関わる。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・コーディネーター































































徳島大学COCプラス推進本部事務局 （研究・社会連携部地域創生課内）

2016.3

●プログラムに関するお問い合わせ Tokushima University

COC
 Center of community

こ
こ
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2016
とくしま元気印
イノベーター
教育プログラム

修了要件4 入学者全員を対象とする「地域理解のための教育科目」を含めて、20単位以上を取得することが必要です。

修了すると、学長名の修了証が発行され、地域への就職活動に役立てることができます。

地域理解のための教育（2単位）

「地域の文化や地域への理解・愛着を深める」のための地域志向科目を履修

専門分野の知識・理解を進める

『専門教育プログラム（16単位）』
学部区分毎に示す科目群の中から合計16単位以上を取得

職業人意識とコミュニケーション力を育成する

『寺子屋式インターンシップ（2単位）』（※開発中）
教員、インターンシップ学生、受入先の“メンター”が連携して、事前学習からインターンシップ、

事後の振り返りまで「課題、レポート、ディスカッション」を繰り返す

「地域理解のための教育科目」を含めて 20単位以上を取得

「学長名の修了証」の発行 （地域への就職活動に活用）
 このプログラムは、県内自治体や主要な民間企業、NPO法人、経済団体が緊密に連携して
取り組んでいる事から、徳島県内に就職を希望する人は、この修了証を有効に活用できます。

徳島市南常三島町1丁目1番地 （地域創生･国際交流会館3F）

TEL： 088-656-9910   FAX： 088-656-9880 e-mail： coc-plus@ml.tokushima-u.ac.jp

入学者全員が対象

希望者が対象



 日本の最重要課題は“地方創生”
人口減少社会に入った日本。大阪府ですら人口が減少する中で、首都

圏だけに人口が流入する東京一極集中が生じています。しかし、これ

では日本に未来はありません。

 徳島がおもしろい4つの分野
1.  次世代技術分野
LEDの発明者中村修二さんは徳大工学部の卒業生。徳島県は

LEDの出荷額で全国1位。徳島県に集積した世界有数のLED研究

開発基盤がおもしろい。

2.  医療・福祉分野
徳島大学、徳島文理大学、大塚製薬、そして徳島県が連携・協力

して、糖尿病の世界レベルの研究拠点を育成する「『健幸』イノ

ベーション構想」がおもしろい。

3.  6次産業化分野
すだち、阿波尾鶏、カリフラワー、洋ラン、生しいたけの生産額は

全国１位。徳大には生物資源産業学部も発足。農林水産業のイノ

ベーションがおもしろい。

4.  地域づくり・観光分野
「葉っぱビジネス」の上勝町、サテライトオフィスの神山町、世界

から観光客が訪れる祖谷渓。全国から若者が集まるマチ☆アソ

ビ。徳島県の地域づくりがおもしろい。

 みなさんへの期待
地方は若者の力を求めています。若者のアイディア、行動力が活

かせる場です。若者の力で地域が変えられる。やりがいや達成感

がある。だからおもしろい。ぜひみなさんに、徳島県を変えてほ

しい。徳島大学は、そのために必要となる能力と資質を育成する

プログラムを準備しました。

とくしま元気印
イノベーター教育プログラム
この教育プログラムは、少しでも多くの徳大卒業生が徳島県内で活躍することを

目標にしたもので、教養教育と専門教育の2つの部分で構成されます。まず、教

養教育を履修してください。その際、常三島キャンパス（総合科学部、理工学部、

生物資源産業学部）と蔵本キャンパス（医学部、歯学部、薬学部）では履修科目

が異なりますので、注意してください。

地域理解のための
教育科目
（入学者全員が対象）

教養教育科目 ※『教養教育授業概要（シラバス）』p.14を参照

☆地域科学教育科目群
前期の科目
● 食の地域経済学
● ボランティア・パスポート入門
● ボランティア活動から学ぶグローバル社会と地域社会
● 徳島を考える
● 地域の自然と食材
● 埋もれた文化遺産 Ⅰ

後期の科目
● 日本農業を考える
● ボランティア実践
● 地方行政経営論
● まちづくり入門
● 地球環境と持続可能な社会
● 統計データからみる徳島県
● ボランティアリーダーと語る地域社会
● 埋もれた文化遺産 Ⅱ

☆地域志向科目
（「地域科学教育科目群」以外の科目で時間割に☆印のある科目）

前期の科目
● 気象災害を防ぐ
● 災害を知る
● グローバル社会に必要な地域医療とは
● スチューデント･アンバサダー

後期の科目
● 空海と歩く～歩き遍路の世界～
● 地震・火山災害を防ぐ
● （理）地域の環境と防災
● 災害に備える
● グローバル化時代の地域医療を考える
● 国際協力論－この貧困と紛争の尽きない世界で－
● Global Communication
   －Peer learning on culture of Tokushima –
● 地域コンテンツと知財教育 （eラーニング科目）

● 「モラエスの徳島」～グローバリズムと異邦人～ （eラーニング科目）

（注）医学部、歯学部、薬学部には、専門科目の中にも地域志向科目が
設定されています。

【履修要件】
●総合科学部、理工学部、生物資源産業学部の学生
「地域科学教育科目群」から1科目2単位以上の履修が卒業要件となっています。

●医学部（医科栄養学科、保健学科）の学生
「地域科学教育科目群」から1科目2単位以上の履修が卒業要件となっていますが、

「地域志向科目」から2単位の履修で代えることができます。

●医学部医学科、歯学部、薬学部の学生
地域の理解のために「地域志向科目」から2単位の履修が望まれます。

（注）実際の履修内容は各学部で十分確認してください。

1 専門分野の知識･理解を進める専門教育プログラム
（2年生以降の希望者が対象）2

このプログラムで育成する能力・態度・志向性3

卒業後に徳島県内で活躍することを希望する学生に、徳島県の未来を創造する4つの分野に合わせ

た専門教育プログラムを提供します。①次世代技術関連分野（LED･自動車･ロボット等）、②医療･福祉

関連分野、③6次産業化関連分野、④地域づくり･観光･ICT関連分野の4つの分野に関連する学部

での教育により、地方創生の担い手となる人材を育成します。修了者には学長からの修了証を

発行し、地域への就職に役立てることができます。

4つの能力
1. 地域文化や地域への理解・愛着
徳島の過去から現在に至る歴史・文化や県民の営みに対する正しい知識を身につけた上で、徳島を愛し、徳島の

地でその将来の発展に貢献しようとする強い意欲を持つこと

2. 専門分野の知識・理解
徳島の発展のために、自らが貢献しようとする各分野において、高度な専門知識や技術を修得した上で、職業人

として活用し、改善さらにはイノベーションできる能力を持つこと

3. 職業人意識とコミュニケーション力
プロフェッショナルとして、自らの職業やその専門分野に自覚と誇りを持ち、職場はもとより異業種の人々や他者

との間で、十分なコミュニケーションができること

4. 課題に挑戦する元気覇気
困難な課題や大きな壁に直面しても、それを乗り越え、克服しようとするチャレンジ精神と粘り強さを身につけること

2つの確信
1. 地域の将来に対するビジョン
将来にわたる地域の潜在的可能性・将来像への確信を抱けるようになること

2. 地域で暮らすことのメリット 

ライフワークバランスを踏まえた人生設計への確信を抱けるようになること

4つの分野と関連する学部

【分野名】
次世代技術関連分野
（LED･自動車･ロボット等）
教育プログラム
【関連学部名】
● 理工学部

【分野名】
医療・福祉関連分野教育
プログラム
【関連学部名】
● 医学部
● 歯学部
● 薬学部

【分野名】
6次産業化関連分野教育
プログラム
【関連学部名】
● 生物資源産業学部

【分野名】
地域づくり･観光･ICT関連分野
教育プログラム
【関連学部名】
● 総合科学部
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はじめに
本学を含む地方国立大学では地域貢献が重要な使命の１つとされています。地域貢献に関連し，本

学は文部科学省の「平成27年度 地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC＋事業）」に採
択され，地元就職率を10ポイント増加させることを目標としています[1]。この目標を達成するための
方策として，学生が地域に対して興味を持つための地域教育の充実化が１つの有効な方法と考えられ
ます。しかし，過去の文献を調べる限り，「地域教育が地元就職を促進するの
か」,「どのような地域教育が地元就職を促進するのか」という点を明らかにす
る大規模な調査は行われていません。
こうした背景を踏まえて，IR室では平成27年度にとくしま政策研究センター

委託調査研究事業（徳島県）による助成を受け，「県内就職を促進する効果的
なカリキュラム・授業開発 ―― 徳島大学を事例として」という研究を進めて
まいりました。その一環として，「地域教育と徳島県内就職との関連性に関す
る実態調査」を実施いたしました。本調査は県内就職を促進する地域教育の内
容を一定程度可視化することに寄与するものです。
本レポートでは，調査結果の概要について報告いたします。

インスティトゥーショナル・リサーチ室　助教　小山　治

調査概要
本調査の目的は，本学の学部と修士（博士前期）課程の最終学年生に対する質問紙調査によって，

どのような地域教育を受けた若者が徳島県内に就職するのかという問いを明らかにすることです。
地域教育としては，
①地域科目の受講経験（徳島県について学ぶ授業の受講経験），
②授業全般における地域学習経験（授業全般における徳島県に関する学習経験）

という２つの大項目（および各々の小項目）を設定しました。また，就職予定先の地域は，内定先の
本社（本拠地）の所在地としました。

本調査は，本学の学部および修士（博士前期）課程のすべての最終学年生（学部４年生，修士課程
２年生）を調査対象者とする自記式質問紙調査です。調査方法は，ゼミ・研究室経由の集合調査法，
国家試験説明会における集合調査法を原則としました。調査時期は，平成27年10月下旬から同年11
月中旬までです。
有効回収数は1,297名であり，実配布数を分母とした有効回収率は80.0％です。ほぼすべての部局

で有効回収率が70％以上に達しました。調査対象者の学年に相当する在学者数を分母とした場合でも
約70％もの学生から質問紙を回収できたことになります。
一般に，最終学年生に対する質問紙調査は実施自体が困難である場合が少なくありません。にもか

「地域教育と徳島県内就職との関連性に関する実態調査」の調査結果の概要

徳島大学インスティトゥーショナル・リサーチ室（（IRR室）

IR REPORT NO.2
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かわらず，本調査では多くの有効回収数，高い有効回収率を達成できました。本調査にご協力いただ
いた各部局の教職員の皆様には改めて深謝申し上げます。

本レポートでは，留学生以外の学生で，調査時点で内々定を獲得し，民間企業・官公庁・医療機
関・学校等に就職予定の学生703名を分析対象とします（ただし，分析する質問項目に無回答がある
場合，欠損値となるため，実際の分析対象がこの人数になるとは限りません）。
表１は，分析対象とした学生の基本的な特徴をまとめたものです。このほか，①地域科目の受講経

験と②授業全般における地域学習経験は全体的に低い方に分布が偏っていました。

出身地と県内就職の関連
出身地別に県内就職者の割合を調べると，県内出身者242名のうち県内就職者は56.6％にも達して

いるのに対し，県外出身者452名のうち県内就職者は7.7％という結果となり，出身地は県内就職と強
く関連していることが確認されました（0.1％水準有意）。
この結果から，以下では①地域科目の受講経験，②授業全般における地域学習経験と県内就職の関

連を県内出身者と県外出身者に分けて分析します。

地域科目の受講経験と県内就職の関連
図１は，地域科目の受講経験と就職予定先の地域の関連をまとめたものです。図中の（a），（b）

はそれぞれ分析対象を県内出身者，県外出身者としたものを表しています。
県内出身者では７項目の地域科目の授業経験それぞれについて，授業を「取った」と回答した者と

「取らなかった（なかった）」と回答した者の間で県内就職者の割合にはほとんどポイント差がない
ことがわかります。
これに対し，県外出身者では
• 「徳島県の経済・産業・技術について学ぶ授業」，
• 「徳島県の医療・看護・福祉について学ぶ授業」，
• 「徳島県の地域に入って体験しながら学ぶ授業（フィールドワーク等）」

それぞれについて，授業を「取った」と回答した者ほど，県内就職者の割合が6～7ポイント程度高く
なっています（１～５％水準有意）。前述したように，県外出身者の場合，県内就職者は8％弱しか
いませんが，上述した地域科目の受講経験は，その値よりも県内就職者の割合を若干高めています。

2

表1　分析対象の基本的な特徴

性別 所属学部，教育部 就職予定先の地域

男性 62.4% 総合科学部 12.5% 総合科学教育部 1.4% 徳島県内 24.5%

女性 37.3%

医学部 18.9%

医科学教育部 0.1% 徳島県外 74.3%

無回答 0.3% 栄養生命科学教育部 0.9% 無回答 1.3%

出身地（最も長期間に
渡って居住した地域）

保健科学教育部 0.9%

歯学部 2.3% 口腔科学教育部 0.1%

注：小数点の丸めの
影 響 で 合 計 が
100.0％にならない
箇所があります。

徳島県内 35.1% 薬学部 4.8% 薬科学教育部 2.0%

徳島県外 64.7% 工学部 25.2% 先端技術科学教育部 30.9%

無回答 0.1% 無回答 0.0%
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授業全般における地域学習経験と県内就職の関連
図２は，授業全般における地域学習経験と就職予定先の地域の関連をまとめたものです。
県内出身者では，質問項目によって若干傾向が異なるものの，総じてみると，授業全般における地

域学習経験に「あてはまる」と回答した者と「あてはまらない」と回答した者の間で県内就職者の割
合はあまり変わりません。

徳島県の地理・歴史・文化
について学ぶ授業

徳島県の政策・行政・政治
について学ぶ授業

徳島県の経済・産業・技術
について学ぶ授業

徳島県の医療・看護・福祉
について学ぶ授業

徳島県の課題を調べ、
解決策を考える授業

（地域計画、地域調査等）
徳島県の官公庁・企業・医療機関・
学校等と連携した実践的な授業
（インターンシップ、臨床実習等）

徳島県の地域に入って
体験しながら学ぶ授業
（フィールドワーク等）

（a）県内出身者

県内就職者の割合（％）
0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

56.1

54.7

56.5

56.4

58.8

57.4

54.9

57.5

58.8

56.9

56.9

54.1

55.3

57.6

取った 取らなかった（なかった）

（b）県外出身者

県内就職者の割合（％）
0.0 5.0 10.0 15.0 20.0

5.2

7.2

6.1

5.5

4.9

6.2

5.4

12.2

8.7

9.9

11.9

11.3

11.0

10.0

図１　地域科目の受講経験と就職予定先の地域の関連

教員から徳島県の特徴・魅力
について説明を受けた

官公庁・企業・医療機関・学校等の人たちから
徳島県の特徴・魅力について説明を受けた

地域貢献活動（NPO等）をしている人たちから
徳島県の特徴・魅力について説明を受けた

過疎地域の人たちから徳島県の特徴・魅力
について説明を受けた

徳島県に関する本・論文を調べた

徳島県に関するデータを分析した

徳島県の人々から話を聞いた

徳島県の地域を現地調査した

徳島県の人々と一緒に課題に取り組んだ

徳島県の人々に対して研究成果を発表した

（a）県内出身者

県内就職者の割合（％）
0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

58.5

54.4

56.6

51.7

54.2

56.4

57.9

54.8

54.5

56.7

47.6

64.4

57.8

63.9

64.5

57.4

54.8

61.1

60.0

56.6

あてはまる あてはまらない

（b）県外出身者

県内就職者の割合（％）
0.0 5.0 10.0 15.0 20.0

8.3

7.0

7.0

5.0

7.0

7.6

5.9

6.8

7.8

7.6

3.9

10.6

10.6

13.2

10.8

8.6

16.3

11.9

7.8

8.1

図２　授業全般における地域学習経験と就職予定先の地域の関連
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これに対し，県外出身者では，
• 「過疎地域の人たちから徳島県の特徴・魅力について説明を受けた」
• 「徳島県の人々から話を聞いた」

者ほど，県内就職者の割合が高いことがわかります（それぞれ1％水準有意）。特に，「過疎地域の
人たちから徳島県の特徴・魅力について説明を受けた」という質問項目に「あてはまる」と回答した
者の県内就職者の割合は，それに「あてはまらない」と回答した者の県内就職者の割合よりも約10ポ
イント高くなっています。

おわりに
本レポートでは，とくしま政策研究センター委託調査研究事業による助成を受けて実施した「地域

教育と徳島県内就職との関連性に関する実態調査」の調査結果の概要について報告しました。
調査結果では，県内就職に対して出身地（徳島県出身であること）が強く関連していることが確認

されました。一方，大学が入学後の学生に対して行う地域教育と県内就職の関連については，県内出
身者に対しては関連性を確認できませんでした。しかし，県外出身者に対しては次の地域教育が県内
就職者の割合を一定程度高めていることが確認できました。

① 地域科目の受講経験…
「徳島県の経済・産業・技術について学ぶ授業」，
「徳島県の医療・看護・福祉について学ぶ授業」，
「徳島県の地域に入って体験しながら学ぶ授業（フィールドワーク等）」

② 授業全般における地域学習経験…
「過疎地域の人たちから徳島県の特徴・魅力について説明を受けた」，
「徳島県の人々から話を聞いた」

今回の分析結果は，県外出身者においては，地域教育が県内就職を一定程度促進するという可能性
を示唆しています。また，県内就職を促進するためにどのような地域教育を充実すべきなのかを本学
のCOC＋事業の運営等で検討していく際のヒントとなると考えられます。

本調査の詳細な分析結果については，2016年5月以降に「まなびーあ徳島」（徳島県立総合大学校）
のウェブサイトで公開される予定です。なお，今後の追加的なデータクリーニングで本レポートにお
ける数値が若干変動する可能性があるという点にご留意ください。

今後は，学部，教育部等の違いを考慮した上で県内就職を促進する要因を実証的に明らかにしてい
く予定です。

4

IR Report No.2, 2016年3月発行，徳島大学 インスティトゥーショナル・リサーチ室
E-mail: register@db.tokushima-u.ac.jp
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外線 088-656-7693，内線 (81)-7693
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